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 ４月よりアーティスティックＢ専門学校で、着付けの授業を担

当しております。このお話を頂いて友達(同卒業生)と一緒に元

担任の松井校長先生に会いに行きました。 

 松井先生と会うのも友達と

会うのも何年ぶりかな？でし

たので卒業アルバムを見なが

ら修学旅行の事や教室の事、

先生などの話しをして久々に

学生時代を思い出しました。 

 私は今１歳４か月になる子

供がいます。子育てに追われ

ていて毎日があっという間に

終ってしまいます。着付けの授業のお話を頂かなかったら、な

かなか学校に顔も出せないし、友達とも連絡を取らなかっただ

ろうし、着物からも遠ざかっていたかもしれません。子供と離れ

るのは初めてだったのでちょっと心配でしたが、学校近くの保

育園での経験もお互いに良いなと思っています。 

 大人数の学生を教えるのはどんな感じなのだろうと、想像もつ

かなくてカリキュラムも悩みましたが、着物に興味を持っている

学生が多く私も授業の日を楽しみにしています。 

 着付けの授業は振袖がほとんどですが、いろいろな着物を見

て着てもらい、知識を身に付けて今後に少

しでも役立ててもらえると良いなと思ってい

ます。成人式、卒業式など着物が身近で

着る回数も多いこの時期だからこそ、少し

でも着物を好きになってもらえると良いなと

思って授業を行なっています。 

 ＜写真上は、左から増子さん・松井先

生・堀内（菊池）由紀さん・柏木(小泉)祐衣

さん＞ 

子育てと仕事頑張ってます。 
１９８９年度 経理本科卒 増子 知子(旧姓 岡田)  

全国のフルマラソンにチャレンジしています 
１９８９年度 高等専修学校卒 長谷部 亨 

学生時代で３年間、事業推進部勤務で２年間大変にお世話

になりました。私は趣味を沢山持っている中で生涯を賭けて達

成したいのが全国のフルマラソン大会を完走する事です。 

 走ってみるというきっかけは子供の頃にＴＶで芸能人がホノル

ルマラソンに挑戦していてあまり、完走できる人がいなかったの

で、そんなに完走できないものなのかと子供心に感じていて、

いつか自分も挑戦してみたいと思ったことです。 

 そして今から１１年前に念願のホノルルマラソンに出場できま

した。この日に備えて練習も沢山しました。当日は午前５時にア

ラモアナ・パークをスタートして気合を入れて走りました。ダイヤ

モンドヘッドは登り坂と下り坂をクリアしました。ようやく３５Ｋｍを

過ぎた地点で膝が痛くなってきまして無理をすれば今のペース

で走れるが日本に帰って仕事の事を考えたらペースを落して

無理をしないで走ることにしました。なんとかゴールまで８００ｍ

のところで両サイドに声援を贈ってくれる人達がいて、感動して

目頭を曇らせながらゴールしました。 

 その後はオーストラリアのゴールド・

コーストマラソンや国内のフルマラソ

ンの大会に出場するようになりまし

た。（タイムは平凡ですが） 

 今回、皆さんにシーブリーズが届く

頃には北京オリンピックや２４時間テ

レビのマラソンも終わっているでしょ

う。マラソンを見て感動した方は自分

でも走ってみてはいかがでしょうか？ 

＜写真は、ゴールドコーストマラソン

で有森裕子さんと＞ 

 皆さん、お元気でしょうか？現在、私は株式会社アフレックス

の社員として株式会社ニコンにおいてカメラの評価業務に携

わっており、毎日カメラとパソコンに触りながら楽しく仕事をする

日々を送っています。最初はカメラについて何一つ知らずカメ

ラの専門用語にも苦慮しましたし、人との付き合いなどの難関

もたくさんありました。しかし、わからない点は調べたり周りの方

に聞いたりして解決してきました。 

 一年以上過ぎた今、やっと一人で仕事が任されることになりま

したが、これは全部、人生の

生き方などを教えてくれた岩

谷学園テクノビジネスの先生

方のお陰だと思っています。

まだまだ勉強中ですが、い

ろいろな技術を身につけな

がらさらにスキルアップをし

ていきたいと考えています。 

仕 事 を と お し て 興 味 を

持ったカメラですが、すっかり趣味となり、暇な時間があれば撮

影に出かけたりもしています。また、スポーツ観戦も好きなの

で、会社の方と一緒に東京ドームに野球観戦や、先日は岩谷

学園の先生や在校生と一緒にＪリーグ観戦にも行ってきました。 

今年９月の学園祭には卒業生仲間を誘ってみんなで学校を

訪ねてみようと思っています。そして機会があったら学校の先

生方と同窓のみんなと集まりたいですね。 

＜写真は、左が鄭春光さん、右は在校生のオドンフーくん＞   

カメラが趣味になりました 
２００７年度 経理本科卒 鄭 春光 

  こんにちは！フラワー・ガーデニングコース卒業生の刀祢で

す。現在は、大和市にあるスーパーの中のお花屋さんで働い

ています。 

 岩谷学園でリーフを運営していた経験が、今実際にお店で

働いてみて、とても貴重な経験が出来たと実感しています。 

お客さんからのご注文いただいた花束やアレジメントを作っ

たり、お店のディスプレーをしたり、裏方の作業を一つ一つ丁

寧にこなしていくなど、とても大変ですが、お客様から「ありがと

う」と言われるとやりがいを感じます。まだまだ大変なことがあり

ますが、当時のクラスメートと時々集まって、それぞれの悩みを

相談し合ったり、お互いに励まし

あったり、また学園生活の思い

出を振り返ったりと、今でも当時

と変わらず楽しく集まっていま

す。 

スーパーの中のお花屋さんなの

で、子供からおばあちゃん、おじ

いちゃんまで幅広い年代の方々

と接する事ができます。 

これからももっとたくさんの方々

にお花の素晴らしさが伝わるよう

に、仕事を頑張っていきたいと

思います。 

仕事のやりがい 
２００６年度 ショップビジネス科卒 刀祢 陽子     
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